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計画中のこれら ｢新世代光源｣が実現 したあかつきには現在予想 し得る以上の研究の発展が確
実に行われるであろう｡
共鳴二次発光によるF中心の格子緩和過程の研究
大阪市大 ･工 森 雄 造
大 倉 滞
アルカ リハライ ド結晶中のF中心の捕獲電子は,水素原子模型で近似的に表現され,格子と
強 く結合 しているoF中心 を共鳴光励起すると,格子緩和の過程中にラマン散乱,ホットルミ
ネッセンスを生じる｡これらは,緩和後の (通常 )蛍光を含めて, ｢共鳴二次発光｣と呼ばれ
るoF中心を直線偏光 レーザー光で共鳴励起 した暗起る共鳴二次発光及びその励起光との偏光

















で,合せて40%迄減少 した後,広い波数範囲に亘ってプラ トー 状にほぼ一定値を保ち,蛍光
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